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「Villarceauの円の紙模型」
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今年の公開講座は「数学のからくり」と題して、駒場祭のさな

かの 11 月 26 日(土)に実施いたしました。おかげさまで来場者

は 317 名を数え、盛況でした。 

さて、現代数学では、個々の事象もさることながら、それらを

統べる数学的構造を重視しますが、構造という言葉は公開講座

には堅苦しいので、平易でキャッチ―な「からくり」におきか

え、代数・幾何・解析から題材を取って講演のお題としました。 

最初の「数のからくり」（九

州大学・金子昌信）では、素

因数分解の一意性から出発

して、素数にまつわる話題

を楽しく巡りました。「図形

のからくり」（坪井俊）では、

空間図形の観点で理解が容

易になる平面図形の性質な

ど幾何の面白さを実物模型

で体感しました。最後の「波

のからくり」（立教大学・神

保道夫）では、ソリトンの発

見から広田の方法を経由し

て無限次元グラスマン多様

体に至る研究の流れを華麗に概観しました。 

いずれの講演も参加者の関心を引く素晴らしいもので、講演後

の質疑応答でも良い質問が数多く出るなど、公開講座は成功裏

に終了となりました。 

                    （文責 松尾厚） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
1 月 31 日(火)、学生、教職員、外国人ビジターなど 47 名（小

さなお客さん 3 人含む）が参加して、第 24 回留学生交歓会が

開催されました。留学生の自己紹介に続き、今年は河野研究科

長（Cl）寺杣教授（Ob）磯山総務係長（Key）に演奏をご披露

いただきました。恒例のビンゴ大会では、元留学生の林小涛さ

ん(H20 年 3 月博士修了)の長男、林文浩君(小１)がゲームの盛

り上げに一役買ってくれました。文浩君はコモンルームの黒板

を目にすると黙々と計算を始め、学校でも先生のお手伝い（TA!）

をして算数博士と呼ばれているそうです。十数年後、弟の文泰

君（4 歳）と共に成長した二人が学生になった姿をここで見る

ことができるかもしれません。 

 
  

（文責 撮影 中村章子） 
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